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2023年度、会長を務めさせていただきます。

皆さまのご支援、ご協力をどうぞよろしくお

願い致します。 

 さて、昨年度を振り返りますと、コロナ禍

におきまして感染予防対策にも配慮しながら

活動を進めてまいりました。皆さまには何か

とお気遣いやご不便をおかけすることも多か

った事と思います。ありがとうございました。 

 新型コロナウイルス感染症も５月８日から

第５類に移行し、社会全体もコロナ禍前に戻

そうという動きになってきております。 

 この３年を超えるコロナ禍では多くの大切

な命が失われてしまいました。また、医療従

事者やその家族、感染症にかかってしまった

人への心無い誹謗中傷に辛い思いをされた人、

そして、今まだコロナ感染症の後遺症に苦し

んでいる人が多くおられることを私たちは決

して忘れてはいけません。 

 市推協は、今年度発足５０周年を迎えまし

たが、人権課題は多様化が進み、ますます複

雑になり、人権啓発の必要性がさらに増え、

私たちの役割も大切になっています。 

 今、私たちを取り巻く社会はさまざまな情

報であふれています。情報の中には正しいも

のもあれば、誤った情報も多くあります。何

が正しくて、何が誤っているのか見極めるス

キルが必要です。特に誤った情報の無責任な

拡散によって大切な命が失われてしまうとい

った悲惨なことに繋がりかねません。 

 ５月に開催されたＧ７広島サミットでは、

各国首脳が原爆資料館を視察されました。こ

れもまた核のもたらす悲惨さを実感し、正し

く理解してほしいとの願いから計画されたも

のではないでしょうか。 

 正しい判断力をもつためには、研修を積み

重ね正しく知ることが一番大切です。そして、

正しい情報を共有し支え協力していくことが

必要だと思います。 

 先人たちの思いと共に今一度原点に立ち戻

り、私たち市推員一人一人が人を大切にする

ことの意味をしっかり捉え笑顔で言葉を交わ

せるまちづくりへ向かって共に頑張りましょ

う。 

 

副会長 田中伸一 

発足５０周年を迎えた今 

 

副会長 藤原一朗 

市推だより “ヒューマン シティ” 

副会長 槌田 実 

市 推 協 役 員 紹 介 

会計 坂田 亨 



  

 

５月２５日（木）午後７時から定期総会を市民会館

で開催しました。今年は、３５７名中２９６名の方に

参加していただきました。８３％という出席率は、近

年においては最高です。各地区で参加を呼び掛けてい

ただいた皆さん、ありがとうございました。また、今

年度は市推員の皆さんの負担を少しでも軽減しよう

と、総会の後に研修会を実施し、年間に集まっていた

だく回数を減らしました。新しい取組にいろいろご意

見があると思いますので、各小学校区で集まられた機

会に理事さんまで感想をお伝えいただければと思い

ます。 

 

 

 

 今年は市推員の中で、１７５名の方が改選されました。つまり、半分の方が初めて市推員にな

られたので、第１回の全体研修会では、市推員の基本的な活動の説明を行いました。また、各地

域でのつながりを大切にしていただくために、小学校区ごとに座っていただき、校区ごとの年間

計画の説明や情報交換を理事さんを中心に行いました。 

 市推員の活動は、市民に対する人権啓発の推進を図ることです。具体的には、次の三つになり

ます。まず一つ目は、自己研修です。人権啓発を行うためには、自分自身の人権感覚を高めるこ

とが大切です。そのため、市推協の全体研修会や校区同協の研修会等に積極的に参加してくださ

い。 

二つ目に大切なのは、身近な実践です。人権というと難しいことのように感じる方がいらっし

ゃいますが、人権は日常生活の身近なところにあります。家庭や地域・職場で、お互いを認め合

う言葉がけや行動ができているか。ご自身や身の回りをお確かめください。そして、気がついた

ことから少しずつ行動に移していけば、住みやすい地域づくりにつながっていきます。「気づき

から行動へ」が市推協のテーマです。 

三つ目は、町内懇談会（町懇）の実施です。市推員は、町内の人権学習のリーダーです。町内

会長さんと協力して、町懇の計画を立ててください。 

 全体研修会の後、各小学校区で連絡会を行いまし

た。これも初めての取組で、前向きに固定された座

席で話し合いがうまくできるか不安もありました

が、声が聞き取りやすいように場所を移動するなど

工夫していただき、ありがたかったです。話し合い

が終わったところから流れ解散の形をとりました

が、話し合いを終えた方々の充実した表情が印象に

残りました。  （文責 勝山） 

 

 

第１回全体研修会 

【小学校区ごとの話し合いの様子】 

市推協総会 296 名の参加 

【総会での会長あいさつの様子】 



                                                  

 

市長表彰 

浜の宮小学校区 

新濵 義孝 さん 

 

この度、加古川市人権啓発推進員の活動に

対して市長より感謝状をいただき光栄に思い

ます。 

小学校のころから「友だち」という教材を

通して同和問題について学習していたので、

人権問題については自分勝手に知識があるも

のと思い込んでいたと同時に、現実的なもの

と感じていなかったように思います。 

しかしながら、市推員として活動する中で

自分の人権に対する意識の低さを痛感するこ

ととなりました。というのも、活動の中で講

演会等に参加する機会を得て差別が現実に残

っており、今も苦しんでおられる方がいるこ

とや人権問題については現在においても研究

がなされており、情報が更新されていること

を知ったからです。 

今では人権問題は多岐にわたっています。

これからも、市推員として人権問題について

多くの人に知って頂く機会を提供するととも

に、自己研鑽に努めていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

会長表彰 

東神吉小学校区 

弓岡 里美 さん 

  

この度、会長より感謝状をいただきました。

本当にありがとうございました。 

月一回の校区同協の定例会で、啓発ビデオ

やハンドブックの研修を行い、意見交換をし

たりアドバイスをもらったりしたので、市推

員として不安なく町懇に取り組むことができ

たと思います。 

自己研修として参加した人権啓発セミナー

や研修会では、当事者や関係者の声を聴くこ

とができて、顔の見える出会いができました。

中でも、「みんなの学校」の視聴後、大空小学

校初代校長、木村泰子先生の講演では、驚き

と感動で胸が熱くなりました。市推員になっ

たからこそ出会えたと思いました。 

市推員としての６年間、そのうち２年間は

コロナ禍で満足な活動はできませんでした。

また、地域での啓発活動をしっかりできたの

かという反省もあります。退任しても自分な

りに人権について学んでいきたいと思います。 

最後に、多くの出会いに感謝しています。 

 

 

２０２３年度 市長感謝状を受けられた皆様 

安藤   巧 （加古川）       小杉  髙司  （尾  上）       新濵  義孝 （浜の宮） 

  金川  俊英 （平  岡）       柿本  和博  （平  荘）       岸本  道人 （平  荘）  

塩澤  秀雄 （陵  北）       三木  千里  （野口北）       白神  暢久 （野  口） 

浜本  千尋 （氷  丘）       奥村  洋一  （氷丘南）     

     ～加古川市人権啓発推進員の委嘱期間が８年を超えた在任者の方々～ 

 

 

２０２３年度 会長感謝状を受けられた皆様 

大村  昌宏 （加古川）       有馬  秀平 （加古川）       酒井  法彦 （鳩  里）         

弓岡  里美 （東神吉）       大谷  信幸 （西神吉）       網谷昭二郎 （西神吉）        

櫻井  昭夫 （川  西）       阿山  耕三 （東神吉南）      上廣  伸一 （尾  上）         

西端  広次 （浜の宮）       大本  俊一 （別府西）       石坂  雅志 （平  岡）       

宿輪  和則 （平岡南）       吉岡  秀明 （上  荘）       東田  寿啓 （志  方）       

丸山  弘高 （志方東）       石坂  洋三 （志方東）       藤原  充治 （志方西）       

鈴木    昇 （陵  北）       城川  和廣 （野口南）       西川  啓三 （野口南）       

齋藤  幸雄 （氷  丘）       日坂  宏史  (氷丘南）       森下  典子 （氷丘南）       

山上  太一 （氷丘南） 

～加古川市人権啓発推進員の委嘱期間が６年を超えた退任者の方々～ 

敬称略・（ ）内は小学校区 



                              

本年度から人権文化センターに着任し、加

古川市人権啓発推進員協議会の事務局を担当

しております本岡卓也と申します。皆様にご

理解とご協力をいただき、５月に初めての試

みである定期総会と全体研修会を併せて開催

することができました。多くの市推員の皆様

にご出席賜り、また、全体研修会の小学校区

ごとの交流では顔合わせや情報交換など有意

義な時間を過ごすことができました。当日進

行を務めてくださった理事の皆様をはじめ、

市推員の皆様、本当にありがとうございまし

た。  

着任して３か月が経ちました。事務局とし

て、市推員の皆様と直接やり取りをする機会

も数多くあります。私がお会いした市推員の

方々は、責任感が強く、相手を大切に思いな

がら、町内での人権啓発の推進に向けご尽力

くださる方々でした。そのような市推員の皆

様との出会いを大切に、その出会いを素晴ら

しいものにするために、皆様の活動が円滑に

進むよう、事務局として努力してまいります。 

さて、市推員の役割の１つに、「町内懇談会

の実施」があります。町内において、地域の

みなさんが様々な人権問題について学習する

大切な機会です。 

人権にかかわる問題が一層深刻となってい

る今、差別をなくすためには、法や知識はも

ちろん重要ですが、差別に抗えるのは人の「繋

がり」だと思います。加古川市の“差別のな

い明るいまちづくり”に向け、市推員の皆様

と共に頑張っていきたいと思います。どうぞ

よろしくお願い致します。 

 

 

【今後の研修の予定】 

人権フォーラム【８月２０日（日）加古川市民会館】14：00～ 

     講師   清水 展人 さん（日本ＬＧＢＴ協会 代表理事） 

第３回全体研修会【１０月１７日（火）、１９（木）人権文化センター】19：00～ 

     地区ごとに実施日を指定します 

  明日をひらく人権のつどい【１２月１０日（日）加古川市民会館】13：30～ 

       講師   小池 陽人 さん（須磨寺 寺務長） 

 

 

◇１年間、下記のメンバーでヒューマンシティを編集します。どうぞよろしくお願いします。 

 広 報 委 員 

   

委 員 長     姫田 泰隆（東神吉南） 

  副委員長      圓山 浩典（加 古 川） 

  委  員     金川 俊英（平  岡）      木下 裕康（平  荘） 

           玉田  要（志 方 東）      邦近 正道（神  野） 

  担当役員     藤原 一朗（副 会 長）      坂田  亨（会  計） 

担当職員あいさつ 
 

  加古川市人権文化センター  指導主事  本岡 卓也 


